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熊本県でのTMATの主な活動

7月4日
気象庁から熊本県と鹿児島県に大雨特別警報が出されたことなどを
ふまえ、早朝に事務局が情報収集開始。午後に先遣隊の派遣を決定

５日

徳洲会東京本部内にTMAT緊急災害対策本部設置。先遣隊が熊本
県庁で情報収集。2班に分かれ、人吉市と芦北町の保健所や避難所
で情報収集。とくに人吉市・球磨村の被害が大きく、同地域で活動
する方針を決定

６日

2班に分かれ避難所を訪問。1カ所は屋外避難所で環境が悪いこと
から、周辺の学校への避難所避難を準備。廃校を避難所（旧多良木
高等学校避難所）にすることとなり、自治体職員や保健師らと部屋
割り、受け付け設置、物資受け入れなど避難所の立ち上げ準備に入
る。2カ所の避難所で宿直

７日
2カ所の避難所で活動。段ボールベッドの搬入など避難所の設営や
保健師との巡回、診療、処方など

８日

本隊第1陣が到着。多良木避難所で活動。最大240人の避難者を受
け入れる可能性が出てきたことから、第1・第2体育館を開放し清掃
や段ボールベッドなど設置。主に多良木避難所で活動することを
決定。先遣隊の活動終了

９日 避難者の受け入れなど

10日
診療や処置、薬剤相談など。断続的に少数避難者を受け入れ。多良
木避難所の避難者は165人に

11日
篠崎TMAT副理事長が現地視察。感染、手指衛生に関する講話。生
活ルールのマニュアル作成。避難者33人の受け入れ

12日
第2陣が合流。新規の避難者対応。避難者のメディカルチェック、
常用薬のない避難者の薬剤情報収集、女性更衣室の整備。避難者は
214人に。第1陣の活動終了

13日
避難者のメディカルチェックを行うかたわら、枕やシーツ、敷パット、
ブランケットの配布、ゴミ箱の設置など

14日 患者さん相談に対応。救急車を呼ぶ手順や内服薬管理表の作成など

15日
新規の避難者対応。処方相談など。DHEATの保健師とともに避難
者の健康台帳のためのヒアリング

16日 新規の避難者対応。薬剤相談など

17日
受診調整など。避難者に関する申し送りやTMATが使用した部屋
の清掃作業など。第2陣の活動終了

令和2年
7月豪雨

No.13

２
０
２
０
年
７
月
3
日
か
ら
約
１
カ
月
に
わ
た
り
、
九
州
や
中
部
地
方
を
は

じ
め
日
本
各
地
を
記
録
的
な
大
雨
が
襲
っ
た「
令
和
２
年
７
月
豪
雨
」。
死

者
数
は
80
人
を
超
え
た
。Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｔ
Ｍ
Ａ
Ｔ
は
、
と
く
に
甚
大
な
被
害

が
出
た
熊
本
県（
死
者
数
60
人
超
）に
隊
員
を
派
遣
、
５
〜
17
日
ま
で
リ
レ
ー

形
式
で
３
隊
を
送
り
、
人
吉
市
、
葦
北
郡
芦
北
町
、
球
磨
郡
多
良
木
町
で
活

動
し
た
。
従
来
の
診
療
や
避
難
所
の
サ
ポ
ー
ト
以
外
に
、
今
回
初
め
て
避
難

所
の
立
ち
上
げ
や
避
難
所
避
難
な
ど
も
経
験
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
を
ふ
ま
え
、
事
前
に
健
康
チ
ェ
ッ
ク
や
派
遣
前
の
P
C
R
検

査
陰
性
確
認
を
行
う
な
ど
、感
染
防
止
を
徹
底
し
な
が
ら
活
動
を
展
開
し
た
。

熊
本
県
で
災
害
医
療
活
動
に
力

和
２
年
７
月
豪
雨
は
、

梅
雨
前
線
が
本
州
付
近

に
長
期
に
わ
た
っ
て
停

滞
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
九

初
の「
避
難
所
避
難
」や
開
設
支
援

　

8
日
に
本
隊
第
１
陣
が
現
地
入

り
。
八
尾
徳
洲
会
総
合
病
院（
大
阪

府
）の
當
麻
俊
彦
・
整
形
外
科
部
長

を
リ
ー
ダ
ー
に
、
札
幌
東
徳
洲
会
病

院
の
合
田
祥
悟
・
救
急
集
中
治
療
セ

ン
タ
ー
医
師
、
福
岡
病
院
の
末
永
舞

看
護
師
、
東
大
阪
徳
洲
会
病
院
の
上

國
料
一
康
看
護
師
、
湘
南
鎌
倉
総
合

病
院（
神
奈
川
県
）の
橋
本
夏
実
薬

剤
師
、
和
泉
市
立
総
合
医
療
セ
ン

タ
ー（
大
阪
府
）の
武
智
一
将
・
医
事

課
副
主
任
の
6
人
が
先
遣
隊
か
ら
引

き
継
ぎ
、
そ
の
ま
ま
残
っ
た
浦
部
医

師
と
と
も
に
活
動
を
開
始
し
た
。

　

主
に
人
吉
・
球
磨
地
域
で
診
療

支
援
、
避
難
所
支
援
を
実
施
。
球

磨
地
域
の
旧
多
良
木
高
等
学
校
避

難
所
で
は
当
初
、
教
室
を
避
難
場

所
と
し
て
い
た
が
、
８
日
に
一
時
、

へ
の
隊
員
派
遣
を
決
定
し
た
。

　

ま
ず
先
遣
隊
と
し
て
、
福
岡
徳
洲

会
病
院
の
坂
元
孝
光
・
消
化
器
内
科

医
長（
現
・
部
長
）、
鈴
木
裕
之
・
救

急
科
医
長（
現
・
部
長
）、
川
添
陽
介

看
護
師
、
和
田
秀
一
看
護
師
、
西
原

健
太
・
資
材
課
職
員
の
5
人
を
派
遣
。

5
日
か
ら
8
日
ま
で
活
動
し
た
。

初
日
に
所
用
で
熊
本
県
内
に
滞
在

し
て
い
た
湘
南
藤
沢
徳
洲
会
病
院

（
神
奈
川
県
）の
浦
部
優
子
・
非
常
勤

医
師
が
合
流
。班
を
分
け
て
人
吉
市
、

芦
北
町
、
多
良
木
町
な
ど
で
主
に
避

　皆様方におかれましては、常日
頃TMATの活動にご支援、ご協力
を賜り、誠にありがとうございます。この場を借りて、厚
く御礼申し上げます。
　思い起こせば、2021年は未曽有の被害をもたらした東
日本大震災から、ちょうど10年の節目に当たります。あ
の時は、岩手県1カ所と宮城県3カ所にTMATの拠点を置
いて、活動させていただきました。TMATの災害医療活
動に対し、日本国内のみならず米国からも参加いただい
たことで、継続的な支援に行うことができました。
　しかし、あれから10年、私たちが当時立ち入ることが
できなかった福島第一原発周辺地域の方々は、未だに帰
還することもままならない状況です。原発の問題が続く
限り、現地の復興はあり得ない状態が続いています。
　私たちTMATは、1995年の阪神・淡路大震災の時に
結成、以後、多くは震災被災地を活動の場としてきまし
た。しかし、近年は水害が多発しており、西日本大水害
や千曲川、阿武隈川流域での氾濫による水害、そして
2020年は球磨川の氾濫による水害など、水害被災地で
の活動も増えています。それにともない支援の方法も変
化してきています。
　今後は、どのような状況にあっても、的確な被災地支
援が行えるように、これまで以上に訓練を重ねていく所
存ですので、今後ともご支援、ご協力のほど、よろしくお
願い申し上げます。

第13号発行のご挨拶

難
所
の
状
況
確
認
、
外
傷
の
処
置
や

常
備
薬
の
処
方
希
望
へ
の
対
応
な

ど
診
療
支
援
を
行
っ
た
。

　

こ
の
な
か
で
、
約
3
0
0
人
が

避
難
生
活
を
送
っ
て
い
た
屋
外
の

多
目
的
ホ
ー
ル
で
は
、
壁
が
な
く
、

土
の
上
に
直
接
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
を

敷
く
な
ど
の
状
態
で
、
環
境
が
良

く
な
い
こ
と
か
ら
、
さ
ら
に
別
の

避
難
所
に
避
難
者
を
移
動
さ
せ
る

〝
避
難
所
避
難
〞の
支
援
や
、
避
難

所
を
一
か
ら
立
ち
上
げ
る
支
援
な

ど
、Ｔ
Ｍ
Ａ
Ｔ
に
と
っ
て
初
と
な

る
任
務
も
経
験
し
た
。
途
中
、
物

資
の
調
達
で
徳
洲
会
グ
ル
ー
プ
の

鏡
ク
リ
ニ
ッ
ク（
熊
本
県
）職
員
が

協
力
す
る
場
面
も
見
ら
れ
た
。

泥まみれの道路や壁に乗り上げた車から、川の氾
濫による被害の大きさが容易に想像できる

避難所のひとつになっていた屋外の多目的ホー
ル。衛生面など環境が良くないことから避難者
を別の避難所に誘導

新型コロナウイルスへの配慮から現地では原則、マスクやゴーグル
を装着。腰に手指消毒液を携帯して対応

活動報告会のオンライン開催は初（TMATホームページで動画公開中）

令

天
候
が
回
復
し
た
た
め
、
他
地
区
・

孤
立
集
落
か
ら
２
４
０
人
の
避
難

者
を
受
け
入
れ
る
可
能
性
を
、
医

療
調
整
本
部
が
示
唆
。
隊
員
は
県

や
行
政
職
員
ら
と
と
も
に
、
体
育
館

の
清
掃
や
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
の
設
置

な
ど
受
け
入
れ
体
制
づ
く
り
に
努

め
た
。
そ
の
後
、
12
日
ま
で
断
続
的

に
少
数
避
難
者
を
受
け
入
れ
、
診

療
や
処
置
、
薬
剤
相
談
、
感
染
・
手

指
衛
生
に
関
す
る
講
話
、
生
活
ル
ー

ル
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
な
ど
多
岐
に

わ
た
る
活
動
を
展
開
し
た
。
12
日

時
点
で
、
多
良
木
避
難
所
の
避
難

者
は
2
0
0
人
を
超
え
た
。

　

こ
の
間
、
T
M
A
T
事
務
局
は
現

地
か
ら
の
報
告
な
ど
か
ら
、
第
2
陣

の
派
遣
を
決
定
。
医
療
ニ
ー
ズ
が
少

な
く
な
っ
た
こ
と
を
ふ
ま
え
、
看
護

師
を
中
心
に
編
成
し
、
湘
南
藤
沢
徳

洲
会
病
院（
神
奈
川
県
）の
佐
藤
哲

どのような状況でも対応
できるよう訓練を重ねる
NPO法人  TMAT理事長  福島安義 

あ
し

き
た

あ
し

き
た

九州南部豪雨災害への支援

初のオンライン報告会

　TMATは2020年10月10日、九州南部などで発
生した「令和2年7月豪雨」による災害に対する支
援活動の報告会をオンライン形式で行った。
　TMATの福島安義理事長は開会にあたって「豪
雨災害が全国で頻繁に起こるようになっています。
皆さんの報告をふまえ、適切な支援方法などについ
て議論を深めていきたいと思います」と挨拶。
　その後、野口幸洋・事務局員が支援活動全体
の概要を説明。続いて、先遣隊の鈴木裕之・福
岡徳洲会病院救急科医長（現・部長）、浦部優子・
湘南藤沢徳洲会病院（神奈川県）非常勤医師、
第1陣の當麻俊彦・八尾徳洲会総合病院（大阪
府）整形外科部長（急な診療業務のため野口・事
務局員が代理で発表）、第2陣の佐藤哲也・湘南
藤沢病院看護師長がそれぞれ活動を振り返るととも
に、得られた知見や反省点の共有を行った。
　参加者からの質問を受け付ける時間も設け、感
染対策の観点から避難者1人当たり何㎡のスペー
スを確保する必要があるかなど具体的な質疑応答も
行った。終了後には、他の隊員も交えた反省会を
行い、活動拠点の決定後に継続して支援活動を開
始することがある先遣隊の装備や体制、活動マニュ
アル、情報管理、他団体との連携、感染対策など
多岐にわたるテーマについて話し合った。

也
看
護
師（
現
・
看
護
師
長
）を
リ
ー

ダ
ー
に
、
同
院
の
鵜
澤
佑
・
救
急
救

命
士
、
福
岡
病
院
の
古
森
喬
看
護
師

（
現
・
看
護
主
任
）、
和
泉
医
療
セ
ン

タ
ー
の
小
坂
耕
平
看
護
師
の
４
人
が

12
日
に
現
地
入
り
し
た
。

　

第
２
陣
も
新
た
な
避
難
者
の
受

け
入
れ
を
行
い
な
が
ら
、
処
方
な
ど

患
者
さ
ん
の
相
談
に
応
じ
る
傍
ら
、

Ｄ
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｔ（
災
害
時
健
康
危
機

管
理
支
援
チ
ー
ム
）の
保
健
師
と
協

力
し
、
避
難
者
の
健
康
台
帳
を
作

成
す
る
た
め
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど
を

行
っ
た
。
17
日
に
、
避
難
者
に
関
す

る
申
し
送
り
や
Ｔ
Ｍ
Ａ
Ｔ
が
使
用

し
た
部
屋
の
清
掃
作
業
な
ど
を
行

い
、
活
動
を
終
了
し
た
。

　

先
遣
隊
か
ら
本
隊
第
２
陣
ま
で
、

い
ず
れ
も
現
地
で
自
治
体
や
行
政
関

係
者
を
は
じ
め
保
健
師
、
自
衛
隊
、Ｄ

Ｍ
Ａ
Ｔ（
国
の
災
害
医
療
チ
ー
ム
）、

医
師
会
な
ど
支
援
に
入
っ
た
チ
ー
ム

な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
活
動
。

（
2
面
に
続
く
）

州
、
中
部
、
中
国
、
東
北
の
各
地
方

で
記
録
的
な
大
雨
を
記
録
。
死
者

数
は
80
人
超
、
住
家
被
害
は
全
壊

１
６
０
０
棟
超
な
ど
甚
大
な
被
害

を
も
た
ら
し
た
。

　

Ｔ
Ｍ
Ａ
Ｔ
事
務
局
は
、
４
日
未
明

に
気
象
庁
か
ら
熊
本
県
と
鹿
児
島

県
に
大
雨
特
別
警
報
が
発
表
さ
れ

た
こ
と
な
ど
を
ふ
ま
え
、
同
日
早
朝

に
情
報
収
集
を
開
始
。
熊
本
県
内

を
流
れ
る
球
磨
川
が
複
数
箇
所
で

氾
濫
し
、大
規
模
な
水
害
が
発
生
す
る

な
ど
被
害
の
大
き
さ
か
ら
、
熊
本
県

急
き
ょ
体
育
館
を
整
備

新
た
な
避
難
者
に
対
応

旧多良木高等学校避難所では教室以外に急きょ体育館を避難者の受け入れ場所
に。段ボールベッドや空調機器の設置など整備を進めるTMAT隊員

　

ま
た
、
活
動
期
間
中
に
は
、
篠
崎

伸
明
Ｔ
Ｍ
Ａ
Ｔ
副
理
事
長（
医
療

法
人
沖
縄
徳
洲
会
副
理
事
長
）が

現
地
を
視
察
す
る
場
面
や
、一
般
社

団
法
人
徳
洲
会
医
療
安
全
・
質
管

理
部
の
海
老
澤
健
太
・
課
長
補
佐

が
現
地
入
り
し
、
第
１
陣
と
第
２

陣
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
。
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ホームページで情報発信

Ｔ
Ｍ
Ａ
Ｔ
は
銃
創
や
刺
創
な
ど
外
傷
治
療
の
研
修
を
行
う

た
め
、
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
に
隊
員
を
派
遣
し
た
。
日
本
で

は
東
京
五
輪
や
大
阪
万
博
な
ど
数
多
く
の
大
規
模
な
国
際

イ
ベ
ン
ト
を
控
え
て
お
り
、
銃
を
使
っ
た
事
件
や
テ
ロ
な
ど

が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
が
、
銃
創
や
刺
創
と
い
っ
た
重
度

外
傷
に
対
す
る
診
療
ス
キ
ル
を
も
っ
た
医
療
従
事
者
が
少

な
い
の
が
現
状
だ
。
そ
こ
で
Ｔ
Ｍ
Ａ
Ｔ
は
こ
う
し
た
外
傷

に
対
応
す
る
た
め
、
世
界
で
も
症
例
数
の
多
い
南
ア
フ
リ
カ

の
ト
ラ
ウ
マ（
外
傷
）セ
ン
タ
ー
で
研
修
を
実
施
し
た
。

　

8
日
に
本
隊
第
１
陣
が
現
地
入

り
。
八
尾
徳
洲
会
総
合
病
院（
大
阪

府
）の
當
麻
俊
彦
・
整
形
外
科
部
長

を
リ
ー
ダ
ー
に
、
札
幌
東
徳
洲
会
病

院
の
合
田
祥
悟
・
救
急
集
中
治
療
セ

ン
タ
ー
医
師
、
福
岡
病
院
の
末
永
舞

看
護
師
、
東
大
阪
徳
洲
会
病
院
の
上

國
料
一
康
看
護
師
、
湘
南
鎌
倉
総
合

病
院（
神
奈
川
県
）の
橋
本
夏
実
薬

剤
師
、
和
泉
市
立
総
合
医
療
セ
ン

タ
ー（
大
阪
府
）の
武
智
一
将
・
医
事

課
副
主
任
の
6
人
が
先
遣
隊
か
ら
引

き
継
ぎ
、
そ
の
ま
ま
残
っ
た
浦
部
医

師
と
と
も
に
活
動
を
開
始
し
た
。

　

主
に
人
吉
・
球
磨
地
域
で
診
療

支
援
、
避
難
所
支
援
を
実
施
。
球

磨
地
域
の
旧
多
良
木
高
等
学
校
避

難
所
で
は
当
初
、
教
室
を
避
難
場

所
と
し
て
い
た
が
、
８
日
に
一
時
、

　TMATの設立母体である徳洲会グループと深い関わりがあり、TMATの活動
理念や国際医療協力のあり方に大きな影響を与えた「ペシャワール会」現地代
表で、ピース・ジャパン・メディカル・サービス（PMS）総院長を務めた中村哲医
師が、アフガニスタンで凶弾に倒れてから2021年12月4日で三回忌を迎える。
　中村医師は1946年、福岡県に生まれ、九州大学医学部卒業後、病院勤務
を経て84年、パキスタン北西のペシャワールにあるミッション病院への派遣要請
を受け赴任、来院するパキスタン人やアフガン難民のハンセン病治療に携わっ
た。そのかたわら難民キャンプに出向き、アフガン難民の一般診療にも尽力した。
　赴任前の82年、神経内科を専門とする中村医師は、現地ではさまざまな疾患
の治療を行う必要があることから、福岡徳洲会病院で内科や外科の研修を受け
た。中村医師は現地で診療活動を10年にわたって継続、その間、徳田虎雄・
徳洲会名誉理事長に医療支援を求めた。ミッション病院ハンセン病病棟に「こ
の建物は徳洲会の援助で設立された」と書かれたプレートが掲げられているのは、
そうした経緯がある。
　89年、中村医師はパキスタンからアフガニスタンへ活動を広げ、山岳部の医
療過疎地でハンセン病や結核など貧困層に多い病気の診療を開始。2000年
には旱魃被害に苦しむ現地で、灌漑事業を始め、03年からは農村復興のため
水利事業に携わった。
　中村医師が聴診器を重機の操作レバーに持ち替えたのは、医療よりも“パン
と水”の確保が焦眉の急を告げていたからだ。旱魃により現地では1,200万人
が被災、世界保健機関（WHO）は飢餓線上の人が400万人、100万人は餓
死すると発表。中村医師は「病はあとで治せる。まずは生きておれ」と井戸
1,600本を掘り上げた。
　その後、砂漠化した大地を復活させるため、7年がかりで灌漑用水路
25.5㎞を整備、1万4,000ヘクタールを緑地化し、60万人の食料を生産す
るまでに至った。
　中村医師は現地での体験をとおして次の言葉を残している。「私たちが己の
分限を知り、誠実である限り、天の恵みと人の真心は信頼に足るということです」。

　TMATはホームページを通じて積極的
に情報発信に努めている。活動内容や
活動指針、理事長挨拶、定款など基本
情報に加え、「NEWS・お知らせ」として、
豊富な写真とともに国内外での活動の模
様を紹介。TMATが主催する研修会（災
害救護・国際協力ベーシックコース、国
内災害医療支援トレーニングコース）の告
知なども行っている。
　また、2006年6月に創刊したTMAT
ニュースについては、第１号からすべて
のバックナンバーをPDFで公開。さらに
TMATへの入会案内、募金方法、研修
会のプログラムの紹介などもあり、盛りだ
くさんのコンテンツだ。TMATの
Facebookへのリンクも貼ってある。

（右から）村田医長、髙力副院長、プラニ教授、
合田医師、當麻部長

研修を通じ多くの症例に
接してスキルアップ

Baragwanath病院ER には毎日
多くの患者さんが搬送

銃撃された患者さんの体内から摘出した弾丸

病
院
の
髙
力
俊
策
副
院
長
兼
主
任

外
科
部
長（
現
・
院
長
）と
湘
南
鎌

倉
病
院
の
村
田
宇
謙
・
外
科
医
長
。

第
３
陣
は
八
尾
徳
洲
会
総
合
病
院

（
大
阪
府
）の
當
麻
俊
彦
・
整
形
外

科
部
長
と
札
幌
東
徳
洲
会
病
院
の

合
田
祥
悟
・
救
急
集
中
治
療
セ
ン

タ
ー
医
師
だ
。 

こ
の
ほ
か
各
組
の
引

き
継
ぎ
に
関
す
る
事
務
的
な
調
整

な
ど
の
た
め
、
野
口
幸
洋
・
事
務
局

員
が
適
宜
、
現
地
に
赴
い
た
。

　

研
修
先
の
ト
ラ
ウ
マ
セ
ン
タ
ー
を

も
つ
医
療
機
関
は
、
南
ア
フ
リ
カ
北

東
部
に
あ
る
同
国
最
大
の
都
市
ヨ
ハ

ネ
ス
ブ
ル
グ
に
立
地
す
るChrisHani 

Baragwanath Academ
ic H
ospital

とNetcare M
ilpark H

ospital

と

い
う
病
院
。「
銃
創
治
療
な
ど
国
内

で
は
経
験
す
る
機
会
が
な
く
、
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
る
場
所
も
あ
り

ま
せ
ん
。
南
ア
フ
リ
カ
は
銃
犯
罪
な

ど
が
多
発
す
る
一
方
、
都
市
部
に
あ

る
大
病
院
の
医
療
水
準
は
日
本
や
欧

米
並
み
に
高
い
こ
と
か
ら
、
世
界
有

数
の
外
傷
治
療
の
研
修
地
と
な
っ
て

い
ま
す
」（
髙
力
副
院
長
） 

。

　

18
年
以
降
、Ｔ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
橋
爪
慶

人
理
事（
東
大
阪
徳
洲
会
病
院
院

長
）や
河
内
副
院
長
、
當
麻
部
長
、

一
般
社
団
法
人
徳
洲
会
国
際
部
の
佐

藤
昌
則
部
長
ら
が
現
地
を
訪
問
し
、

研
修
先
病
院
と
徳
洲
会
の
医
師
受

け
入
れ
に
関
し
て
協
議
。ロ
ケ
ー
シ
ョ

ン
チ
ェ
ッ
ク
や
書
類
申
請
、
契
約
締

結
な
ど
準
備
を
進
め
た
。Ｔ
Ｍ
Ａ
Ｔ

草
創
期
の
中
核
的
な
メ
ン
バ
ー
で
、

徳
洲
会
病
院
で
の
勤
務
歴
が
あ
る
在

南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
日
本
国
大
使

館
の
中
村
燈
喜
医
務
官
か
ら
の
勧
め

や
サ
ポ
ー
ト
が
あ
り
、
現
地
で
の
研

修
が
実
現
し
た
。

　

Baragw
anath

病
院
は
ヨ
ハ
ネ
ス

ブ
ル
グ
の
南
西
部
に
位
置
す
る
ソ

ウ
ェ
ト
地
区
に
建
つ
。
病
床
数
は
約

３
２
０
０
床
に
上
る
。
外
傷
医
療

を
統
括
す
る
フ
ラ
ン
ク
・
プ
ラ
ニ
教

授
は
世
界
で
も
著
名
な
医
師
。Ｔ
Ｍ

Ａ
Ｔ
隊
員
は
同
院
の
Ｅ
Ｒ（
救
急
外

来
）や
ト
ラ
ウ
マ
ユ
ニ
ッ
ト（
外
傷
病

床
）で
研
修
を
行
っ
た
。 

　

M
ilpark

病
院
は
ネ
ッ
ト
ケ
ア
グ

ル
ー
プ
と
い
う
南
ア
フ
リ
カ
最
大

の
民
間
医
療
グ
ル
ー
プ
が
運
営
す

る
医
療
機
関
。
高
度
な
外
傷
救
急

セ
ン
タ
ー
を
有
し
、
国
際
標
準
の

外
傷
外
科
治
療
で
あ
る
Ｄ
Ｓ
Ｔ
Ｃ

（Def
 initive Surgical Traum

a 
Care

）を
確
立
し
た
ケ
ネ
ス
・
Ｄ
・

ボ
フ
ァ
ー
ド
教
授
が
所
属
す
る
。 

今

回
訪
問
し
た
６
人
は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

（
観
察
者
）と
し
て
、
手
術
支
援
な
ど

を
行
い
な
が
ら
見
学
中
心
の
研
修
を

行
っ
た
。 

　

髙
力
副
院
長
は「
と
く
にBarag-

w
anath

病
院
で
は
毎
日
毎
日
、
驚

く
ほ
ど
銃
創
、
刺
創
の
患
者
さ
ん
が

搬
送
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
た
っ
た
一

晩
で
銃
創
は
５
人
、
刺
創
は
20
人
近

く
に
も
上
り
、
と
に
か
く
症
例
が
多

い
。
一
つ
ひ
と
つ
の
手
技
は
外
科
医

と
し
て
す
で
に
身
に
付
け
て
い
る
技

術
で
問
題
な
い
と
感
じ
ま
し
た
が
、

QRコードを
読み取ってアクセス！

TMATホームページのトップ画面

救
命
し
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
に
治
療

を
組
み
立
て
て
い
く
か
、
治
療
戦
略

の
考
え
方
は
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。
症
例
数
が
多
い
と
い
っ
て
も

同
じ
症
例
は
ひ
と
つ
と
し
て
な
く
、

治
療
戦
略
の
立
て
方
も
ケ
ー
ス
バ
イ

ケ
ー
ス
で
す
。
そ
れ
だ
け
に
多
く
の

症
例
を
見
ら
れ
た
こ
と
は
、
と
て
も

有
意
義
で
貴
重
な
体
験
で
し
た
」と

振
り
返
る
。 

　

救
急
医
療
や
外
傷
医
療
で
は
ダ

メ
ー
ジ
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
・
サ
ー
ジ
ェ

リ
ー （
Ｄ
Ｃ
Ｓ
）と
い
う
治
療
の
考

え
方
が
あ
る
。
蘇
生
目
的
の
初
回

手
術
、
全
身
の
安
定
化
を
図
る
集

中
治
療
、
修
復
・
再
建
手
術
の
3
要

素
か
ら
な
る
外
傷
治
療
戦
略
の
こ

と
だ
。
銃
創
や
刺
創
と
い
っ
た
特
殊

な
重
症
外
傷
に
関
す
る
Ｄ
Ｃ
Ｓ
を
、

多
く
の
症
例
を
通
じ
て
研
修
で
き

た
意
義
は
大
き
い
。 

隊
員
た
ち
は
研

修
で
、
頸
部
銃
創
に
よ
る
食
道
・
気

管
損
傷
、
腹
部
刺
創
や
銃
創
に
よ

る
腹
腔
内
臓
器
損
傷
、
胸
部
刺
創

に
よ
る
心
損
傷
、
肺
損
傷
、
四
肢
の

切
断
や
血
管
損
傷
、
植
皮
に
至
る

ま
で
の
多
種
多
様
な
手
術
な
ど
を
、

多
数
の
症
例
を
通
じ
て
学
ん
だ
。

天
候
が
回
復
し
た
た
め
、
他
地
区
・

孤
立
集
落
か
ら
２
４
０
人
の
避
難

者
を
受
け
入
れ
る
可
能
性
を
、
医

療
調
整
本
部
が
示
唆
。
隊
員
は
県

や
行
政
職
員
ら
と
と
も
に
、
体
育
館

の
清
掃
や
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
の
設
置

な
ど
受
け
入
れ
体
制
づ
く
り
に
努

め
た
。
そ
の
後
、
12
日
ま
で
断
続
的

に
少
数
避
難
者
を
受
け
入
れ
、
診

療
や
処
置
、
薬
剤
相
談
、
感
染
・
手

指
衛
生
に
関
す
る
講
話
、
生
活
ル
ー

ル
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
な
ど
多
岐
に

わ
た
る
活
動
を
展
開
し
た
。
12
日

時
点
で
、
多
良
木
避
難
所
の
避
難

者
は
2
0
0
人
を
超
え
た
。

　

こ
の
間
、
T
M
A
T
事
務
局
は
現

地
か
ら
の
報
告
な
ど
か
ら
、
第
2
陣

の
派
遣
を
決
定
。
医
療
ニ
ー
ズ
が
少

な
く
な
っ
た
こ
と
を
ふ
ま
え
、
看
護

師
を
中
心
に
編
成
し
、
湘
南
藤
沢
徳

洲
会
病
院（
神
奈
川
県
）の
佐
藤
哲

「 病はあとで治せる。
  まずは生きておれ  」
「 病はあとで治せる。
  まずは生きておれ  」
アフガン復興へ半生を捧げた  中村哲医師アフガン復興へ半生を捧げた  中村哲医師

南
ア
で
外
傷
研
修

銃
創
・
刺
創
治
療
な
ど
習
得

の
写
真
は
銃
撃
さ
れ
た

患
者
さ
ん
の
体
内
か
ら

取
り
出
し
た
弾
丸
だ
。

銃
犯
罪
が
少
な
い
日
本
で
は
目
に

す
る
機
会
は
滅
多
に
な
い
が
、
こ
う

し
た
患
者
さ
ん
が
一
晩
に
何
人
も
搬

送
さ
れ
る
医
療
機
関
が
あ
る
の
も

世
界
の
現
実
だ
。Ｔ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
隊
員

は
そ
の
よ
う
な
苛
烈
な
現
場
で
研

修
を
行
っ
た
。 

　

派
遣
隊
員
は
第
１
陣
か
ら
第
３

陣
ま
で
２
人
１
組
で
計
６
人
。
２

０
１
９
年
10
月
か
ら
12
月
末
ま
で

そ
れ
ぞ
れ
１
カ
月
間
現
地
に
滞
在

し
研
修
し
た
。 

　

第
１
陣
と
し
て
南
ア
フ
リ
カ
を

訪
問
し
た
の
は
、
湘
南
鎌
倉
総
合
病

院（
神
奈
川
県
）の
河
内
順
・
副
院

長
兼
主
任
外
科
部
長
と
湘
南
藤
沢

徳
洲
会
病
院（
同
）の
澤
村
直
輝
・

外
科
医
長
。
第
２
陣
は
湘
南
藤
沢

右

也
看
護
師（
現
・
看
護
師
長
）を
リ
ー

ダ
ー
に
、
同
院
の
鵜
澤
佑
・
救
急
救

命
士
、
福
岡
病
院
の
古
森
喬
看
護
師

（
現
・
看
護
主
任
）、
和
泉
医
療
セ
ン

タ
ー
の
小
坂
耕
平
看
護
師
の
４
人
が

12
日
に
現
地
入
り
し
た
。

　

第
２
陣
も
新
た
な
避
難
者
の
受

け
入
れ
を
行
い
な
が
ら
、
処
方
な
ど

患
者
さ
ん
の
相
談
に
応
じ
る
傍
ら
、

Ｄ
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｔ（
災
害
時
健
康
危
機

管
理
支
援
チ
ー
ム
）の
保
健
師
と
協

力
し
、
避
難
者
の
健
康
台
帳
を
作

成
す
る
た
め
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど
を

行
っ
た
。
17
日
に
、
避
難
者
に
関
す

る
申
し
送
り
や
Ｔ
Ｍ
Ａ
Ｔ
が
使
用

し
た
部
屋
の
清
掃
作
業
な
ど
を
行

い
、
活
動
を
終
了
し
た
。

　

先
遣
隊
か
ら
本
隊
第
２
陣
ま
で
、

い
ず
れ
も
現
地
で
自
治
体
や
行
政
関

係
者
を
は
じ
め
保
健
師
、
自
衛
隊
、Ｄ

Ｍ
Ａ
Ｔ（
国
の
災
害
医
療
チ
ー
ム
）、

医
師
会
な
ど
支
援
に
入
っ
た
チ
ー
ム

な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
活
動
。

（
1
面
か
ら
続
く
）

河内副院長（中央）と澤村医長（その左）

「
た
っ
た
一
晩
で
銃
創
５
人

刺
創
は
20
人
近
く
も
搬
送
」

健
康
チ
ェ
ッ
ク
な
ど

感
染
対
策
の
徹
底
も

　

人
吉
・
球
磨
地
区
に
設
け
ら
れ

た
避
難
所
の
ひ
と
つ
で
リ
ー
ダ
ー
を

務
め
た
境
目
昭
博
・
球
磨
郡
球
磨

村
役
場
税
務
課
課
長
は「
今
ま
で
被

災
地
に
応
援
に
行
っ
た
こ
と
は
あ
り

ま
し
た
が
、
い
ざ
自
分
の
地
域
が
被

災
し
た
時
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
な
く
、Ｔ

Ｍ
Ａ
Ｔ
の
メ
ン
バ
ー
が
い
ろ
い
ろ
ア

ド
バ
イ
ス
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
」

と
振
り
返
り
、「
本
当
に
助
か
り
ま

し
た
」と
謝
意
を
表
し
た
。

　

初
め
て
隊
員
と
し
て
派
遣
さ
れ
、

被
災
地
で
の
支
援
に
臨
ん
だ
小
坂

看
護
師
は
避
難
者
の
メ
デ
ィ
カ
ル

チ
ェ
ッ
ク
を
は
じ
め
、
常
用
薬
の
確

保
、
避
難
者
の
健
康
台
帳
づ
く
り
、

清
掃
、
ト
イ
レ
の
設
置
場
所
の
提
案

な
ど
細
か
い
ニ
ー
ズ
に
対
応
。
と
て

も
や
り
が
い
を
感
じ
ま
し
た
。
な
か

に
は
涙
を
流
し
て
感
謝
し
て
く
だ
さ

る
方
も
い
て
、
少
し
で
も
力
に
な
り

た
い
と
い
う
思
い
で
し
た
。
機
会
が

あ
れ
ば
、
ま
た
被
災
地
を
支
援
し
た

い
で
す
」と
振
り
返
っ
た
。

　

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
に
よ
り
、
今
回
の
活
動
で

は
隊
員
の
派
遣
に
と
も
な
う
感
染

対
策
を
今
ま
で
以
上
に
徹
底
。
支

援
す
る
際
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
事
前
に

整
備
し
た
だ
け
で
な
く
、
第
1
陣
以

降
は
Ｐ
Ｃ
Ｒ（
ポ
リ
メ
ラ
ー
ゼ
連
鎖

反
応
）検
査
な
ど
で
の
陰
性
確
認
を

含
め
た
健
康
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
も
実
施

し
た
。
活
動
中
も
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を

行
い
、
避
難
者
に
診
療
支
援
す
る
際

は
マ
ス
ク
や
ゴ
ー
グ
ル
の
装
着
、
手

指
消
毒
な
ど
を
徹
底
し
、
被
災
地
に

ウ
イ
ル
ス
を
持
ち
込
ま
ず
、
自
ら
感

染
し
な
い
よ
う
に
努
め
た
。

かんばつ かんがい

視察に訪れた篠崎TMAT副理事長（右）に状況を
報告する當麻部長

TMATの活動報告で熊本県庁内の災害対策本部
を訪問した（右から）西原職員、橋本薬剤師、鈴
木医長

物資供給など拠点としてTMATに協力した鏡クリ
ニック

　

ま
た
、
活
動
期
間
中
に
は
、
篠
崎

伸
明
Ｔ
Ｍ
Ａ
Ｔ
副
理
事
長（
医
療

法
人
沖
縄
徳
洲
会
副
理
事
長
）が

現
地
を
視
察
す
る
場
面
や
、一
般
社

団
法
人
徳
洲
会
医
療
安
全
・
質
管

理
部
の
海
老
澤
健
太
・
課
長
補
佐

が
現
地
入
り
し
、
第
１
陣
と
第
２

陣
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
。

http://www.tmat.or.jp

ネ
ッ
ト
ケ
ア

ミ
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ク
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ス
ピ
タ
ル

ク
リ
ス
ハ
ニ
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グループごとにクロノロジーの手法を用い情報を
まとめる

災害診療記録などの記入訓練も実施（中部徳洲
会病院）

Ｍ
Ａ
Ｔ
は
２
０
２
０
年
、

「
国
内
災
害
医
療
支
援

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
」

を
３
回
開
催
し
た
。
同
コ
ー
ス
は

災
害
地
の
対
象
を
国
内
に
絞
っ
た

１
日
間
の
研
修
会
。
い
つ
ど
こ
で

発
生
す
る
か
わ
か
ら
な
い
国
内
災

害
に
対
し
、
よ
り
多
く
の
医
療
従

事
者
が
Ｔ
Ｍ
Ａ
Ｔ
隊
員
と
し
て
医

療
支
援
活
動
に
参
加
で
き
る
体
制

を
整
え
る
の
が
目
的
だ
。
同
コ
ー

ス
を
修
了
す
る
こ
と
で
、Ｔ
Ｍ
Ａ

Ｔ
隊
員
と
し
て
国
内
災
害
で
の
活

動
参
加
要
件
を
満
た
す
こ
と
が
で

き
る
。
ほ
か
に
国
内
と
海
外
の
双

方
で
の
活
動
を
想
定
し
た「
災
害

救
護
・
国
際
協
力
ベ
ー
シ
ッ
ク
コ
ー

ス
」（
２
日
間
）も
あ
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
予
定
し
て

い
た
コ
ー
ス
が
開
け
な
い
事
態
も

あ
っ
た
が
、
感
染
対
策
を
徹
底
し

た
う
え
で
継
続
開
催
に
尽
力
し

た
。
密
に
な
ら
な
い
よ
う
に
受
講

人
数
を
制
限
し
て
行
い
、
７
月
12

日
に
東
京
西
徳
洲
会
病
院
、
８
月

22
日
に
湘
南
鎌
倉
医
療
大
学（
神

奈
川
県
）、
10
月
17
日
に
中
部
徳

洲
会
病
院（
沖
縄
県
）を
会
場
に
、

Ｔ
Ｍ
Ａ
Ｔ
は
新
し
い
研
修
コ
ー
ス
で
あ
る「
病
院
防
災
コ
ー
ス
」

を
創
設
し
た
。
同
コ
ー
ス
は
災
害
発
生
時
の
病
院
の
対
応
を

総
合
的
に
学
べ
る
研
修
会
。
２
０
１
９
年
11
月
1
日
に
成
田

富
里
徳
洲
会
病
院（
千
葉
県
）で
第
1
回
を
開
催
、コ
ロ
ナ

感
染
対
策
を
徹
底
し
22
人
が
受
講
し
た
。

病
院
防
災
の
研
修
コ
ー
ス

被
災
地
で
の
活
動
学
ぶ

　TMATは2020年11月6日、宮城県南三陸
町の佐藤仁町長から東日本大震災の医療支
援活動に対する感謝状の贈呈を受けた。
　佐藤町長が都内のTMAT事務局を訪れ、
TMATの福島安義理事長、一般社団法人徳洲
会（社徳）の安富祖久明理事長らと面談。佐
藤町長は「住宅の高台移転や各種インフラ整備
などが計画どおり進捗し、復興事業を完遂できる
見とおしとなったため、あらためて当町への多大
なご支援に感謝の意を表します」と述べ、感謝
状と南三陸杉を材料とする記念の盾を手渡した。
　南三陸町は11年3月の東日本大震災で多く
の町民が犠牲となり壊滅的な被害を受けた。
TMATは同町を含む4カ所を拠点に医療支援
活動を実施。海外や徳洲会グループ外の医
療関係者ら100人以上も加わり、延べ5,781
人を現地に派遣した。
　面談では「いざという時に結束し復興にあた
る皆さんの姿に、人間のすごさをあらためて感じ
ました」（安富祖・社徳理事長）、「近年は水害
が多発しています。TMATは災害の性質に合
わせ、より良い支援の在り方を考えていきます」
（福島TMAT理事長）など意見交換を行った。

成田富里病院の見取り図を使いトリアージエリア
など策定

院
防
災
コ
ー
ス
創
設
の

意
義
に
つ
い
て
、
福
島
安

義
Ｔ
Ｍ
Ａ
Ｔ
理
事
長
は
、

「
ひ
と
言
で〝
病
院
〞と
言
っ
て
も
、
規

模
も
設
備
も
違
い
ま
す
の
で
、
各
病

院
が
そ
れ
ぞ
れ
に
応
じ
た
形
で
災
害

時
の
備
え
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
。こ
れ
は
Ｂ
Ｃ
Ｐ（
事
業
継

続
計
画
）の
ひ
と
つ
で
も
あ
り
ま
す
」。

　

具
体
例
に
言
及
し
「
た
と
え
ば
大

地
震
で
ガ
ス
が
止
ま
っ
た
場
合
、
冬

場
の
寒
冷
地
で
は
暖
房
器
具
が
使

え
な
く
な
り
、
死
活
問
題
に
も
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。こ
の
た
め
医
療
機
能

の
維
持
だ
け
で
な
く
、
そ
の
よ
う
な

問
題
も
含
め
、
あ
ら
た
め
て
見
直
す

必
要
が
あ
り
ま
す
。そ
の
手
伝
い
を

病

T
　

続
い
て
テ
ー
マ
を「
発
災
後
」に
移

し
、マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
３
の
地
震

で
電
気
と
ガ
ス
が
止
ま
っ
た
状
況
を

想
定
し
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
実

Ｔ
Ｍ
Ａ
Ｔ
が
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
」と
明
か
し
た
。

　

当
日
は
講
師
を
Ｔ
Ｍ
Ａ
Ｔ
隊
員

で
あ
る
札
幌
東
徳
洲
会
病
院
の
合

田
祥
悟
・
救
急
集
中
治
療
セ
ン
タ
ー

医
師
が
務
め
、
チ
ュ
ー
タ
ー
と
し
て

四
街
道
徳
洲
会
病
院
（
千
葉
県
）
の

栁
澤
修
平
・
看
護
師
長
、
成
田
富

里
病
院
の
浅
野
昌
子
看
護
師
が
サ

ポ
ー
ト
。合
田
医
師
は
「
こ
の
研
修

を
と
お
し
、
ひ
と
つ
で
も
新
し
い
ア

イ
デ
ア
を
見
つ
け
て
ほ
し
い
」と
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
送
っ
た
。

　

ま
ず
は
講
義
か
ら
ス
タ
ー
ト
。病
院

防
災
で
は「
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
」が
重
要

な
位
置
を
占
め
る
と
強
調
。こ
れ
は
災

害
急
性
期
の
動
的
な
対
応
に
関
し
、取

り
決
め
を
記
し
た
も
の
で
あ
り
、
実
際

に
使
用
に
耐
え
ら
れ
る
か
随
時
見
直

す
こ
と
も
必
要
と
助
言
し
た
。さ
ら
に

災
害
医
療
の
大
原
則
と
し
て
Ｃ（
指

揮
・
統
制
）、Ｓ（
安
全
）、Ｃ（
情
報
伝

達
）、Ａ（
評
価
）、Ｔ（
ト
リ
ア
ー
ジ
＝

緊
急
度
・
重
症
度
選
別
）、Ｔ（
治
療
）、

Ｔ（
搬
送
）
の
頭
文
字
を
組
み
合
わ
せ

た
「
Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
」
な
ど
に
つ
い

て
も
解
説
し
た
。

　

講
義
の
後
は
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を

実
施
。ま
ず「
発
災
前
準
備
」で
は
、
災

害
対
策
本
部
の
メ
ン
バ
ー
を
、
院
内
の

職
員
を
実
際
に
配
置
し
決
定
。さ
ら
に

同
院
の
見
取
り
図
を
使
い
、ト
リ
ア
ー

ジ
エ
リ
ア
を
策
定
す
る
た
め
、
出
入
口

を
明
確
化
し
、
傷
病
者
・
救
急
搬
送

の
動
線
を
一
方
通
行
に
す
る
な
ど
留

意
点
を
も
と
に
話
し
合
い
、
そ
れ
ぞ
れ

作
成
し
た
案
を
発
表
し
た
。

施
。大
き
な
揺
れ
を
感
じ
た
時
、「
災

害
に
対
す
る
ス
イ
ッ
チ
」を
ど
の
よ
う

な
基
準
で
入
れ
る
べ
き
か
、
病
院
と

し
て
ど
の
よ
う
な
行
動
に
移
る
べ
き

か
な
ど
話
し
合
っ
た
。ま
た
、
情
報
を

時
系
列
に
記
録
す
る
「
ク
ロ
ノ
ロ
ジ
ー
」

と
い
う
手
法
も
学
び
、
グ
ル
ー
プ
ご

と
に
実
践
し
た
。

　

そ
の
後
も
、
職
員
が
登
院
で
き
な

い
時
の
対
応
、災
害
時
の
食
事
提
供
、

メ
デ
ィ
ア
へ
の
対
応
な
ど
、
起
こ
り
得

る
さ
ま
ざ
ま
な
内
容
を
想
定
し
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
。コ
ー
ス
の
締
め
く
く

クレジットカードによるご協力

振り込みによるご協力

宮城県南三陸町から感謝状宮城県南三陸町から感謝状
̶ 復興進み医療支援にあらためて ̶

成
田
富
里
病
院
で
初
め
て
開
催

新型コロナへの対応に災害医療の知見を活用

り
に
は
、
合
田
医
師
が
北
海
道
胆
振

東
部
地
震
で
の
札
幌
東
病
院
の
対
応

な
ど
を
報
告
し
た
。最
後
に
、成
田
富

里
病
院
の
村
山
弘
之
副
院
長
が
Ｔ
Ｍ

Ａ
Ｔ
に
謝
意
を
表
し
た
後
、「
今
回
学

ん
だ
こ
と
を
単
な
る
知
識
と
し
て
終

わ
ら
す
の
で
は
な
く
、
実
際
に
動
き

出
し
、
災
害
時
に
向
け
準
備
を
進
め

て
い
き
た
い
で
す
。災
害
時
に
は
、
地

域
か
ら
も
医
療
機
能
の
維
持
を
求
め

ら
れ
ま
す
の
で
、
そ
れ
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
」
と
誓

い
、閉
会
し
た
。

国
内
災
害
医
療
支
援
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ス

そ
れ
ぞ
れ
開
催
し
た
。

　

4
月
に
開
学
し
た
湘
南
鎌
倉
医

療
大
学
で
は
初
の
開
催
と
な
り
、
聴

講
を
希
望
す
る
同
大
学
生
も
い
た

が
、
感
染
対
策
に
加
え
、
初
め
て
の

試
験
期
間
が
重
な
っ
た
た
め
自
粛
、

同
大
職
員
の
み
が
聴
講
し
た
。
森
明

子
・
看
護
学
部
長
は「
実
践
的
か
つ
面

白
い
内
容
で
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
、
学
生
の
授
業
も
お
願
い
す
る

と
思
い
ま
す
の
で
、
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
」と
期
待
を
寄
せ
て
い
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
座
学
と
机
上
訓
練

で
構
成
。
座
学
で
は
、
災
害
の
定
義

や
分
類
、
発
災
後
の
フ
ェ
ー
ズ
ご
と
の

対
応
な
ど
を「
災
害
医
療
総
論
」で
、

国
内
の
災
害
医
療
支
援
体
制
の
全
体

像
や
災
害
時
に
連
携
が
必
要
な
行
政

機
関
、Ｔ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
活
動
実
績
な
ど

を「
国
内
災
害
の
実
際
」で
学
習
。

机
上
訓
練
で
は
、
災
害
発
生
か
ら
Ｔ

Ｍ
Ａ
Ｔ
隊
員
の
派
遣
、
被
災
地
で
の

医
療
支
援
活
動
と
撤
収
ま
で
の
流
れ

を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
な
が
ら
、
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
形
式
で
学
ん
だ
。

　

さ
ら
に「
災
害
診
療
記
録
」と「
施

設
・
避
難
所
等
ラ
ピ
ッ
ド
ア
セ
ス
メ

ン
ト
シ
ー
ト
」の
記
入
訓
練
も
実

施
。
災
害
診
療
記
録
は
仮
設
診
療

所
な
ど
で
診
療
し
た
患
者
さ
ん
の

記
録
、
ラ
ピ
ッ
ド
ア
セ
ス
メ
ン
ト

シ
ー
ト
は
避
難
所
を
中
心
に
周
辺

地
域
の
被
災
状
況
や
ニ
ー
ズ
を
適

切
に
把
握
す
る
た
め
の
調
査
票
。

受
講
者
は
そ
れ
ぞ
れ
事
例
を
も
と

に
、
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
用
紙
に
実
際
に

記
入
。
ま
た
会
場
に
よ
っ
て
は
、
九

州
南
部
で
発
生
し
た「
令
和
2
年
7

月
豪
雨
」で
の
活
動
報
告
も
実
施
。

最
後
に
、
参
加
者
全
員
に
修
了
証

と
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
渡
し
、

結
束
を
固
め
た
。

（右から）安富祖・社徳理事長、佐藤町長、福島TMAT理事長 講師を務める合田医師

病院防災コースは成田富里病院で初開催し22人が
受講

　TMATの設立母体である徳洲会グループは2020年以降、世界中で猛威を振るっている新型
コロナウイルス感染症への対応に尽力、多数の患者さんを多くの徳洲会病院で受け入れている。
このパンデミック（世界的大流行）に対し、TMATの災害医療活動
を通じて得た知見やノウハウが生かされている。
　TMAT事務局を務め、全国の徳洲会病院で発生したクラスター
（感染者集団）事例に対応している野口幸洋・一般社団法人徳洲
会医療安全・質管理部課長補佐は「パンデミックも一種の災害で
すので、災害医療の考え方を応用して対応することができます」と指
摘。続けて「発災時には情報を1カ所に集約して指揮指令系統を確
立することや、ヒトとモノを適切に動かして対策を講じることが重要と
なります。このような危機管理・災害対応の組織マネジメントのこと
をインシデント・コマンド・システム（ICS）と呼び、とくにクラスターが
発生した時には、このようなICSにもとづいた対応が肝要です」と説
明する。
　クラスターが発生した病院では、院内に情報統制のための「対策
本部」を設置し、陽性者や濃厚接触者、発症日などの情報をとりまと
めたり、検査体制、対策方針などを協議したりする場を1カ所に集約、
指揮指令系統を明確にした対応を行う。実際に野口・課長補佐は
徳洲会8病院に入り、このような対策を実行するための支援に取り
組んだ。さらに3病院に対してはオンラインによる支援を実施した。

　1995年の阪神・淡路大震災での
活動を契機にスタートしたTMATは、
国内はもとより世界の人々の生命と
健康を守るため、災害医療支援をは
じめ総合的な医療支援活動を、各国
政府やNGO（非政府組織）、地域団
体と協力しながら行っているNPO法
人です。主に企
業、団体、個人
の皆様がTMAT
会員として資金
協力していただく
ことで支えられて
います。ぜひ、
ご協力ください。

グループワークで支援活動の流れを学ぶ（湘南鎌
倉医療大学）

■ 郵便口座記号番号：00170-4-564249
■ 銀行名：ゆうちょ銀行
■ 金融機関コード：9900　■ 店番：019
■ 預金種目：当座
■ 支店名： 〇一九（ゼロイチキュウ）店
■ 口座番号：0564249
■ 受取人：特定非営利活動法人 TMAT

振
込
先
口
座

正会員年会費 ……………… 10,000 円
個人賛助会員年会費 …1口   3,000 円（1口以上）
団体年会費 ……………1口 30,000 円（1口以上）

※VISA/MASTER/JCB/AMEX/DINERSの各種カー
ドがご利用いただけます。
※提携カードでは、お取り扱いできない場合があります。

2020年2月に葉山ハートセンター
はダイヤモンドプリンセス号のコロナ
患者さんを受け入れた。写真は準備
の様子

クラスター発生病院では対策本部を
設置して情報を集約し対策方針など
を協議

http://www.tmat.or.jp/donate_on_the_credit/

TMATは皆様からのご支援を
もとに精力的に活動しています！
ご協力をお願いいたします‼
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３.11から10年

東日本大震災での記憶と学び
隊員らがオンライン座談会

三
陸
沖
を
震
源
と
す
る
巨
大
地
震
の
発
生
、
そ
れ
に
と
も
な
う
津
波
や
原
発
事
故
な
ど
未
曾
有
の

災
害
と
な
っ
た
２
０
１
１
年
３
月
の
東
日
本
大
震
災
。Ｔ
Ｍ
Ａ
Ｔ
は
約
２
カ
月
に
わ
た
り
、
と
く
に
津

波
被
害
が
甚
大
だ
っ
た
宮
城
県
と
岩
手
県
の
沿
岸
地
域
で
医
療
支
援
活
動
を
展
開
し
た
。
あ
の
日

か
ら
10
年
。Ｔ
Ｍ
Ａ
Ｔ
や
日
本
の
災
害
対
応
は
ど
う
変
わ
っ
た
の
か
―
―
。
支
援
活
動
に
参
加
し
た
メ

ン
バ
ー
７
人
が
オ
ン
ラ
イ
ン
座
談
会
を
開
き
、
当
時
の
活
動
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
学
ん
だ
こ
と
や

今
後
の
災
害
対
応
な
ど
に
つ
い
て
語
り
合
っ
て
も
ら
っ
た
。

―
―
ま
ず
先
遣
隊
と
し
て
最
初
に

出
動
し
た
時
の
状
況
は
？

栁
澤
　
仙
台
徳
洲
会
病
院
と
連
絡

が
取
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
３
月

11
日
の
午
後
４
時
半
頃
に
千
葉
県

の
当
院
か
ら
私
を
含
め
医
師
ら
３

人
が
出
発
。
停
電
で

暗
闇
の
な
か
道
路
の
亀

裂
が
ひ
ど
く
、
到
着
は

翌
12
日
の
午
前
２
時

半
頃
で
し
た
。
院
内

に
入
る
と
、
ラ
ン
タ
ン

を
使
用
し
、
病
棟
は
水

道
管
の
破
裂
で
水
浸

し
で
し
た
。
入
院
患

者
さ
ん
は
下
の
１
〜

２
階
に
移
し
て
床
に
雑

魚
寝
の
状
態
で
し
た
。

野
口　

翌
12
日
に
東

北
、
関
東
、
関
西
圏
の

徳
洲
会
病
院
か
ら
60

人
以
上
の
支
援
者
が

仙
台
病
院
で
合
流
し
、

同
院
の
機
能
が
回
復

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、調
査
を
行
い
、

津
波
被
害
が
甚
大
で
、
と
く
に
医

療
ニ
ー
ズ
が
高
か
っ
た
気
仙
沼
市

を
活
動
場
所
に
選
定
し
ま
し
た
。

髙
力　

仙
台
市
内
も
相
当
ひ
ど
い

状
況
で
し
た
。
河
内
先
生
と
２
人

で
情
報
収
集
し
な
が
ら
見
回
る
と
、

所
々
に
ご
遺
体
が
埋
ま
っ
て
い
て
、

走
っ
て
い
る
車
は
消
防
車
や
救
急
車

の
み
。
路
肩
に
転
げ
出
し
て
い
る
缶

ジ
ュ
ー
ス
を
拾
う
人
た
ち
も
い
ま
し

た
。
こ
ん
な
光
景
を
日
本
で
も
見

る
の
か
と
、
正
直
お
じ
け
づ
き
ま
し

た
。
そ
れ
で
も
小
学
校
に
日
赤
の

医
療
チ
ー
ム
が
入
る
な
ど
医
療
支

援
が
始
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

河
内　

髙
力
先
生
と
T
M
A
T
の

活
動
拠
点
に
戻
っ
た
ら
、
気
仙
沼
に

調
査
に
行
っ
た
栁
澤
さ
ん
が
血
相
を

変
え
て
支
援
の
必
要
性
を
訴
え
て
い

た
の
を
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。
市

立
本
吉
病
院
が
山
中
に
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
津
波
の
被
害
を
受
け
て

孤
立
し
て
い
た
た
め
、
資
源
を
投
入

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

髙
力　

こ
の
病
院
で
夜
間
仕
事
を

し
て
い
た
職
員
の
姿
は
強
烈
に
印
象

に
残
っ
て
い
ま
す
。
発
災
か
ら
３
日

経
っ
て
も
自
分
の
家
族
に
す
ら
会
え

て
い
な
い
方
た
ち
が
、
不
眠
不
休
で

対
応
し
て
い
ま
し
た
。
あ
る
職
員

は「
家
に
帰
る
こ
と
は
で
き
ん
。
患

者
さ
ん
が
こ
こ
に
い
る
か
ら
」と
言

い
、
事
務
長
は
病
院
に
泊
ま
り
込

ん
で
い
ま
し
た
。
自
分
だ
っ
た
ら
こ

こ
ま
で
で
き
る
の
か
と
圧
倒
さ
れ
ま

し
た
。

―
―
そ
の
後
、
気
仙
沼
市
の
階
上

中
学
校
と
南
三
陸
町
、
さ
ら
に
岩

手
県
の
大
船
渡
市
で
も
平
行
し
て

支
援
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

橋
爪　

東
京
か
ら
指
揮
を
執
る
な

か
で
、
４
チ
ー
ム
が
動
け
る
と
い

う
の
が
わ
か
り
、
４
カ
所
で
の
活

動
を
決
め
ま
し
た
。
と
に
か
く
人

が
手
薄
な
と
こ
ろ
に
行
く
よ
う
指

示
し
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

野
口　

階
上
中
学
校
で
は
原
田
先

生
が
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
時

は
米
国
の
大
学
院
生
で
し
た
。

原
田　

当
初
は
医
療
支
援
を
す
る

な
ど
考
え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

徳
洲
会
の
幹
部
の
先
生
の
ご
息
女

が
米
国
で
放
射
線
科
医
を
さ
れ
て

い
て
、
知
人
か
ら
紹
介
さ
れ
た
の
を

機
に
ト
ン
ト
ン
拍
子
で
話
が
進
展
、

米
国
に
い
た
日
本
人
医
師
ら
と
と
も

に
帰
国
し
、Ｔ
Ｍ
Ａ
Ｔ
と
一
緒
に
活

動
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

野
口　

米
国
か
ら
支
援
チ
ー
ム
が

来
る
と
は
聞
い
て
い
た
も
の
の
、
ま

さ
か
日
本
人
の
方
が
来
ら
れ
る
と
は

思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

原
田　

そ
の
後
、
米
国
人
医
師
も
加

入
。
私
が
日
米
の
看
護
師
資
格
を

取
得
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
通
訳
も

兼
ね
一
緒
に
健
康
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。今
、私
は
災
害
を
テ
ー

マ
に
講
演
や
学
会
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
し
て
い
ま
す
が
、Ｔ
Ｍ
Ａ
Ｔ

で
の
活
動
が
、
原
体
験
に
な
り
、
そ

の
延
長
線
上
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

野
口　

鈴
木
先
生
は
４
月
に
南
三

陸
で
活
動
さ
れ
ま
し
た
。

鈴
木　

当
時
は
災
害
医
療
支
援
の

こ
と
は
、
ま
っ
た
く
わ
か
っ
て
い
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
青
森
県
八
戸
市

出
身
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
居
て
も

立
っ
て
も
い
ら
れ
ず
派
遣
を
希
望
。

被
災
地
で
は
主
に
風
邪
薬
を
配
布
し

た
り
、イ
ス
ラ
エ
ル
か
ら
の
支
援
チ
ー

ム
に
患
者
さ
ん
を
紹
介
す
る
役
割
を

担
っ
た
り
し
ま
し
た
。
発
災
か
ら
３

週
間
経
過
し
て
も
、
ト
イ
レ
は
不
衛

生
、
食
料
な
ど
支
援
物
資
は
避
難
者

が
い
る
ス
ペ
ー
ス
の
中
央
に
ポ
ツ
ン

と
置
か
れ
、
避
難
者
は
床
に
雑
魚
寝

と
い
っ
た
避
難
所
の
環
境
は
、
今
で

は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
す
。

栁
澤　

今
で
は
当
た
り
前
の
ゾ
ー
ニ

ン
グ（
区
分
け
）も
当
時
は
で
き
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

―
―
あ
ら
た
め
て
、
こ
の
震
災
か
ら

T
M
A
T
が
学
ん
だ
こ
と
、
今
後
や

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
？

野
口　

私
は
、
と
に
か
く
早
く
人
を

現
地
に
行
か
せ
て
情
報
を
集
め
る
こ

と
が
、
そ
の
後
の
活
動
を
円
滑
に
す

る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
学
び
ま
し
た
。

栁
澤　

ひ
と
つ
は
仲
間
づ
く
り
。
震

災
後
、Ｔ
Ｍ
Ａ
Ｔ
主
催
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
に
国
内
の
災
害
コ
ー
ス
が
創
設

さ
れ
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
コ
ー
ス
と
と
も
に

受
講
生
が
増
え
て
い
る
の
は
良
い
こ

と
で
す
。
も
う
ひ
と
つ
は
医
療
と
福

祉
の
橋
渡
し
。
最
近
は
福
祉
な
ど

で
困
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
を
多
く
見
る

の
で
、
そ
ん
な
役
割
が
担
え
る
組
織

に
な
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

鈴
木　

確
か
に
、
診
療
よ
り
福
祉
や

保
健
衛
生
が
求
め
ら
れ
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
た
だ
、
そ
れ
も
含
め
、

被
災
者
に
近
い
場
所
で
活
動
す
る
Ｔ

Ｍ
Ａ
Ｔ
の
ス
タ
ン
ス
は
絶
対
に
間

違
っ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
は
大
事
に

し
て
ほ
し
い
で
す
。

野
口　

東
日
本
大
震
災
は
、
ま
さ
に

診
療
以
外
の
新
た
な
ニ
ー
ズ
を
突
き

付
け
ら
れ
た
災
害
だ
っ
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

髙
力　

被
災
者
が
日
常
生
活
に
戻
っ

て
い
く
過
程
で
、
細
か
い
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
て
い
け
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。

避
難
所
運
営
も
そ
の
ひ
と
つ
で

し
ょ
う
。

河
内　

ニ
ー
ズ
に
つ
い
て
言
え
ば
、

国
内
と
海
外
で
違
い
が
出
て
き
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
海
外
の
災
害
医

療
支
援
で
は
、
従
来
の
外
傷
診
療

ニ
ー
ズ
も
出
て
く
る
は
ず
で
す
。
あ

と
は
後
進
育
成
が
大
事
で
、
東
日
本

大
震
災
に
し
て
も
、
体
験
し
て
い
な

い
若
い
隊
員
た
ち
に
い
か
に
伝
え
て

い
く
か
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

橋
爪　

そ
の
意
味
で
、Ｔ
Ｍ
Ａ
Ｔ

は
と
く
に
若
い
人
に
大
き
な
体
験

の
場
を
与
え
ら
れ
る
組
織
で
あ
っ

て
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。
体
験
は

大
事
。
僕
ら
も
T
M
A
T
で
い
ろ

い
ろ
な
体
験
を
積
み
今
が
あ
り
ま

す
。
原
体
験
が
あ
る
か
ら
こ
そ
高

い
志
、
熱
い
心
を
も
っ
た
人
が
育
つ

と
信
じ
て
い
ま
す
。

原
田　

外
部
か
ら
見
る
と
、Ｔ
Ｍ

Ａ
Ｔ
は
い
わ
ば〝
小
回
り
が
利
く

大
き
な
象
〞の
よ
う
で
す
。
組
織

力
や
総
合
力
だ
け
で
な
く
高
い
機

動
力
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
私
が
知
る
限
り
、
他
の
ど

の
災
害
支
援
チ
ー
ム
に
も
あ
り
ま

せ
ん
。
さ
ら
に
Ｔ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
価
値

を
上
げ
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
河

内
先
生
の
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
国

内
と
海
外
で
活
動
す
る
場
合
の
機

能
分
化
や
ス
ペ
ッ
ク
の
整
備
、
そ

し
て〝
受
援
力
〞が
重
要
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
今
後
、
南
海
ト
ラ
フ

地
震
が
起
き
た
場
合
、
海
外
か
ら

の
支
援
を
受
け
入
れ
ざ
る
を
得
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
国
際
的
な

支
援
を
受
け
る
た
め
の
受
援
力
を

Ｔ
Ｍ
Ａ
Ｔ
に
期
待
し
ま
す
。

本吉病院は河川津波（川を遡った津波）で１階が浸水。
水位を示す泥跡が凄まじさを表す

津波で流された車が集合住宅の屋根の上に（南三陸町）

組
織
・
機
動
・
総
合
・
受
援
力

小
回
り
利
く
大
き
な
象
の
よ
う

災害と活動の概要

※災害の規模が非常に大きく、TMATの中心メンバーである徳洲会
職員だけでは対応しきれないため、急きょ国内外から応援者を募
集。車でしか被災地に入れないため、派遣者の移動は救急車両
やマイクロバスを使用し、毎晩、東京―仙台間を往復した。

東日本大震災
発生日時 2011年3月11日午後2時46分頃
震源地 三陸沖
震源の深さ 約24km（当初約10km）
地震の規模
（マグニチュード） 9.0（日本国内観測史上最大規模）

死者・行方不明者 2万人超

TMATの活動
活動期間 11年3月11日～5月3日

主な活動拠点

仙台市（仙台徳洲会病院：3月11～12日）、
岩手県大船渡市（リアスホール：3月16～
30日）、宮城県気仙沼市（市立元吉病院：3
月14日～5月2日、市立階上中学校：3月15
日～4月2日）、宮城県南三陸町（ベイサイ
ドアリーナ：3月16日～5月2日）

総派遣者数 903人
総診療数 1万5,677人

900人を超える派遣者が医療を通じ被災者を支援

栁澤看護師（右）が気仙沼の状況を河内理事（右
から2人目）と髙力理事（その左）に説明

（上段左から）
◆野口幸洋・事務局員（一般社団
法人徳洲会医療安全・質管理部
課長補佐）
◆河内順理事（湘南鎌倉総合病院
副院長）
◆鈴木裕之医師（福岡徳洲会病院
救急科部長）

（中段左から）
◆橋爪慶人理事（東大阪徳洲会病
院院長）

◆栁澤修平看護師（四街道徳洲会
病院看護師長）

◆髙力俊策理事（湘南藤沢徳洲会
病院院長）

（下段）◆原田奈穂子・宮崎大学医学部看護学科教授




